
報道発表 
平成 20 年 12 月 10 日 

内閣官房情報セキュリティセンター（NISC） 
 
 

第１9 回情報セキュリティ政策会議の開催について 

－「第２次情報セキュリティ基本計画」パブリックコメント案の決定等－ 
 

本日、「情報セキュリティ政策会議」（議長：内閣官房長官）の第１9 回会合が開催され、その

概要は以下のとおり。 
なお、本会合では、「第 2 次情報セキュリティ基本計画」（案）、「政府機関の情報セキュリテ

ィ対策のための統一基準（第4版）」（案）及び「重要インフラの情報セキュリティ対策に係る第２

次行動計画」（案）についてパブリックコメントに付すことが決定された。 
 

１．「第２次情報セキュリティ基本計画」下での政策推進について 

我が国の情報セキュリティ政策は、情報セキュリティ問題全般に関する全体設計図である

「第２次情報セキュリティ基本計画」（以下、「第２次基本計画」という。）と、分野別の個別設計

図の組み合わせで推進。 
この組み合わせにより、個別分野縦割り的対応を排し、我が国全体として主体横断的・分野

横断的な視点を持って、複雑化する情報セキュリティ問題への的確な対応を推進。 
 
また、本会合において、 
 
「第 2 次情報セキュリティ基本計画」（案） 
「政府機関の情報セキュリティ対策のための統一基準（第 4 版）」（案） 
「重要インフラの情報セキュリティ対策に係る第２次行動計画」（案） 
 

について、本日から約 1 ヶ月間（平成 20 年 12 月 10 日～平成 21 年 1 月 13 日）にわたり、

広く国民から意見を募集（パブリックコメント）することが決定。政策の受益者である国民にとっ

て意味のある情報セキュリティ政策を取りまとめるため、多くの意見をいただけることを期待し

ております。 
今後、寄せられたコメント等をもとに、さらなる検討を行い、来年 2 月を目途に決定する予

定。 
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（１） 「第２次情報セキュリティ基本計画」（案）について 

現在の我が国の情報セキュリティ政策における基本計画である「第 1 次情報セキュリティ

基本計画」（平成18 年2 月2 日情報セキュリティ政策会議決定）（以下、「第1 次基本計画」

という。）は、平成 18 年度から平成 20 年度までの 3 年間計画であるため、平成 21 年度以

降の次期基本計画を定めるべく、「基本計画検討委員会」を設置。同委員会において、平

成 20 年 1 月 16 日の第 1 回会合から計 16 回、次期基本計画の理念や目標、各論等につ

いての検討、関係者・団体からのヒアリング等を実施するとともに、その結果などを取りまと

め、「第２次基本計画」（案）を策定。本日、情報セキュリティ政策会議において同案につい

てパブリックコメントに付すことを決定。 
「第２次基本計画」（案）は、「第１次基本計画」における成果を踏まえ、政策の継続と更な

る発展を目標に、今後の我が国の情報セキュリティに係る取組みについての「基本的な考

え方」と「重点政策の方向性」を提示。 
なお、これまで同様、本基本計画に基づいた年度ごとの推進計画である「セキュア・ジャ

パン」を策定するとともに、年度ごとの取組みの状況や社会的変化などに関する評価を行う

予定。 
 

（「第１次基本計画」の成果例） 
第 1 次基本計画の成果：「情報セキュリティ政策の立上げ」 
○ 関係者の「気付き」を高めた 

（例） →Winny に代表される P2P ソフトウェアによる情報流出の危険性 
→サイバー攻撃により情報を盗まれる危険性 
→システム障害で事業が止まる危険性 

○ 政策推進の枠組みを構築 
（例） →政府機関の統一基準の基づく対策と評価 

→重要インフラ事業者間での情報共有体制 
→日米、日 ASEAN で情報交換を行う枠組み 

○ 事前対策の取組みが進捗 
 
（「第２次基本計画」（案）の目標） 

「政策の継続と更なる発展」 
○ 具体的取組みの持続的な推進と新たな課題への政策的対応 
   第１次基本計画の下で構築した基盤（枠組み）を活用して、具体的取組みを機能させ

る。 
○ 「事故前提社会」への対応力強化 

事前予防の継続的な推進に加え、事後対応力の強化を図る。 
○ 合理性に裏付けられたアプローチの実現 

情報資産の重要度とリスクの評価（アセスメント）に基づいて合理的（適切）な水準の対

策を実施。 
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（「第 2 次基本計画」（案）のコンセプト） 

○ 基本目標：「IT を安心して利用できる環境」の構築 
○ 基本理念：IT 時代の力強い「個」と「社会」の確立 
○ 取組み方法：「新しい官民連携モデル」+情報提供側も視野に入れた取組みの推進 
 

（「第 2 次基本計画」（案）実施後の我が国社会の姿） 
情報セキュリティに対する絶対的な無謬姓の追求から脱却し、十分な事前対策を行った

としても、事故が起こりうる場合があることを念頭に置いた取組みを進めることの重要性が国

民に認知され、万一の事態でも各主体の事前準備や冷静かつ適切な対応により、事業継

続性の確保や事後対応がなされる。また、主体ごとに、許容可能な範囲内にリスクを管理す

る形で、効果的・効率的に情報セキュリティ対策が実施されている。こうしたことの前提とし

ては、一人一人が、また社会全体が理性的かつ主体的に考えられること（すなわち、IT 時

代の力強い「個」と「社会」の確立）が不可欠であり、このような状況の実現に向けて進展が

見られている。 
 

（「第 2 次基本計画」（案）の主な施策） 
○ 各政府機関が自発的に取組みを推進するための仕組みの構築 

各政府機関に、最高情報セキュリティ責任者を補佐する専門的知見を持つ最高情報セ

キュリティアドバイザーの設置を義務化するとともに、これらの専門家の指示やアドバイスが

組織全体に迅速かつ確実に反映できる仕組みを構築する。また、情報セキュリティ対策に

関する説明責任を果たすため、それぞれの情報システムの現状を把握した上で、情報セ

キュリティに対する考え方、情報セキュリティ対策に係る目標や計画及びその実績と

評価などについて客観的指標を積極的に活用して記述した「情報セキュリティに係る

年次報告書」（情報セキュリティ報告書）を作成する。その際、報告書の客観性を確

保する観点から、最高情報セキュリティアドバイザーがその作成に参画する。また、

報告書は、最高情報セキュリティ責任者が、情報セキュリティ政策会議の下に設置さ

れている「情報セキュリティ対策推進会議」等の場において報告し、公表する。 

 

○ リソース不足に負けない中小企業の情報セキュリティ対策の推進 

人員、予算、ＩＴインフラなど、主にリソース不足から対策が遅れがちである中小

企業の情報セキュリティ対策が促進されるよう、様々な対策の中から適切な対策を容

易に選択できるような環境を整備する。例えば、適切な情報セキュリティレベルを測

るために活用される情報セキュリティベンチマークを引き続き改善し、自社の情報セ

キュリティレベルを客観的評価として提示するための統一的なチェックリストの開

発、普及を図る。 

また、中小企業のセキュリティ対策を促進するためには、簡便かつ安価なセキュリ

ティ対策ツールを提供するなどの効果的な取組みが必要であるため、ＳａａＳやＡＳ
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Ｐなどの活用の促進及びこれらサービス提供事業者における情報セキュリティ対策

基準の提示・啓発などの取組みを行う。 

 

○ 我が国のイニシアティブによりOne-Asiaの実現へ 

アジアにおける脅威に対応し、情報セキュリティ対策の強化のための連携を推進す

るべく、以下の三つの取組みを実現することを目指す。 
第一に、人のつながりの必要性を認識し、アジアにおける脅威動向の把握・分析を

我が国とともに行う専門家・研究者を積極的に養成する。第二に、現在、国際機関や

国際フォーラム等で議論されているアジアにおける共同の脅威動向の把握機能創設

のための取組みに対し、我が国にとっても大きなメリットのある形で支援を行う。第

三に、我が国は第１次基本計画期間中に構築した米国、欧州との連携を更に強化し、

ベストプラクティスの共有や共同の取組みを通じて得られた教訓、情報をアジア地域

に積極的に還元していく。 
 

○ 官民の緊密な協力によるサイバー犯罪の根絶へ 

法執行機関における取締り体制の強化、技能の向上、国際協調の推進等の基盤強化

を一層推進する。 

また、原因特定や犯行過程解明に不可欠な情報提供がなされ、被疑者の検挙や被害

の拡大防止につなげられるよう、法執行機関と被害者等との間の良好な協力関係の構

築を一層推進するなど、犯罪に強いＩＴ社会構築のための官民連携に向けた取組みを

推進する。 

さらに、国民がサイバー犯罪の被害者とならないよう、犯罪の被害状況や手口、具

体的な対策の方法等に関する広報啓発を一層推進する 
（別紙 1-1-1～1-1-8 参照） 

 
（２） 「政府機関の情報セキュリティ対策のための統一基準」改訂（案）について 

政府機関における情報セキュリティ対策の統一的な基準である「政府機関の情報セキュ

リティ対策のための統一基準」については、技術や環境の変化等を踏まえ、必要に応じて

見直しを行うこととしており、今回は、最近の事案の検証結果や現行の基準で対応していな

い新たな脅威へ対応するため見直しを実施。 
なお、今回の改訂は、これまでの政府機関対策を通じて得られた知見等に基づき、政府

機関統一基準のあり方について検討を行った結果も反映している。 
 
今回の改訂の概要は以下のとおり。 

① 第２次情報セキュリティ基本計画を踏まえた対応 
   最高情報セキュリティアドバイザーの設置を義務化 
② 技術・環境の変化への対応 
  ・ ウェブの閲覧・送信時の危険性への対応 
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  ・ 電子メールのボット被害の危険性への対応 
  ・ 無線 LAN 環境の脆弱性への対応 
③ 実務に即した遵守事項の見直し等 
  ・ 基本編と情報システム編への分割 
  ・ 順守事項の集約 
  ・ 政府機関統一基準解説書の記述の明確化   等 

 
今回の改訂により、政府機関における情報セキュリティ対策に係る PDCA サイクルの各

プロセスにおけるマネジメントが強化されるとともに、電子メールの送受信やウェブの閲覧・

送信時に係るセキュリティが向上することにより、政府機関の情報セキュリティのより一層の

向上が見込まれる。 
今後も、必要に応じて統一基準を見直すことにより、国内外の様々な組織にとって模範と

なるような情報セキュリティ対策を実現し、国民からの信頼に応えることができる安全かつ安

心で効率的な行政運営、行政サービスの提供を行うことが可能な情報セキュリティ水準を

確保していく。 
（別紙 1-2 参照） 
 
（３） 「重要インフラの情報セキュリティ対策に係る第２次行動計画」（案）について 

官民の緊密な連携の下、重要インフラの情報セキュリティを強化することを目的とした、

「重要インフラの情報セキュリティ対策に係る行動計画」（平成 17 年 12 月 13 日情報セキュ

リティ政策会議決定）については、平成 18 年度から平成 20 年度までの 3 年間の計画であ

るため、平成 21 年度以降の行動計画を定めるべく、重要インフラ専門委員会において検

討を実施。 
検討の結果を、重要インフラ防護に責任を有する政府と重要インフラ事業者等が自主的

な取り組みを進めるに当たっての共通の行動計画とすべく、「重要インフラの情報セキュリ

ティ対策に係る第２次行動計画」（以下、「第 2 次行動計画」という。）として取りまとめた。 
 
（「第２次行動計画」（案）のポイント） 

○ 引き続き、「重要インフラにおけるIT障害の発生を限りなくゼロにすること」を目指すとと

もに、「IT 障害が国民生活や社会経済活動に重大な影響を及ぼさないようにすること」を

目標とする。 
○ 新たに、分野ごとに重要インフラサービスの検証レベルを設定して着実に改善を実施。 
○ 第１次行動計画において設定した施策の４つの柱（※）のほかに、新たに「環境変化へ

の対応」を５つ目の柱に掲げ、変化に対する察知能力の向上と機敏な対応に取り組む。 
 
（「第 2 次行動計画」実施後の我が国社会の姿） 

○ IT 障害は発生しないか、発生しても国民生活や社会経済活動に重大な影響を与える

ような事態には至らない。 
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○ 各関係主体は、各々守るべき重要インフラサービスと維持すべきサービスレベルを踏

まえて、自らがなすべき必要な対策を理解している。また、自らのおかれている状況を正

しく認識するとともに、自らの活動目標を主体的に定めている。これにより、各関係主体

は、各々必要な取組みを進めており、これについて定期的に自己検証を行うとともに、主

体間で、自主的な協力が行われている。 
○ 「情報セキュリティガバナンス」という考え方が十分に浸透し、社会基盤の情報セキュリ

ティを強化するためには、可能な限り情報共有するという姿勢が積極的に評価される価

値観が醸成されている。 
 

すなわち、「安心があたりまえ」な「誰もが安心できる社会基盤」が実現されている。 
 

※： ４つの柱とは、①安全基準等の浸透、②情報共有体制の強化、③共通脅威分析、④分野横断的演

習を指す。 
（別紙 1-3-1～1-3-3 参照） 
 

２．情報セキュリティの評価等に向けた作業方針について 

我が国の情報セキュリティ政策は、「第 1 次基本計画」と、それに基づく年度計画である「セ

キュア・ジャパン」により推進されているが、それら政策の進捗度合い等について毎年評価を

実施することとしている。評価にあたっては、毎年、評価を行う際の評価指標、補完調査の項

目、関係府省庁等を定めた作業方針を策定することとしており、「2008 年度の評価等に向け

た「作業方針」」を政策会議に報告。 
本年度の作業方針は、第 1 次基本計画の最終年度として、以下の２つの視点を設定。 
○ 「第 1 次基本計画」に掲げる政策について、全般の成果を測るとともに、次期基本計画

における課題を明らかにする視点。 
○ 平成 20 年度の重点である「情報セキュリティ基盤の強化に向けた集中的な取組み」に

係る各種施策の達成度を図るとともに、情報セキュリティに係る動向を分析し、平成 21 年

度の重点設定に資する視点。 
なお、本作業方針に基づく評価結果については、「セキュア・ジャパン２００９」（仮称）策定

時に基礎資料として活用し、政策に反映させる。 
（別紙２参照） 
 

３．「セキュア・ジャパン２００８」の進捗状況（上半期）について 

本年度の年度計画である「セキュア・ジャパン 2008」について、上半期の進捗状況につい

て報告。 
本年度中に実施することとなっている全 157 施策について進捗状況の内訳は下記のとおり

であり、政府として実施すべき施策については、ほぼ全て年度内（又は予定内）に実施できる
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目処が立っており、概ね順調に進捗している。 
 
（進捗状況内訳） 

・ 「既に実施済み」 22 施策（14％） 
・ 「実施中であり、年度内に完了予定」 122 施策（78％） 
・ 「実施はまだであるが、年度内に完了予定」 10 施策（６％） 
・ 「年度内に実施できるか不明」 ３施策（２％） 

（別紙３参照） 
 

４．その他報告事項について 

（１） 平成２１年度情報セキュリティ関連予算概算要求について 

各府省庁における平成 21 年度予算の概算要求のうち、情報セキュリティに関係している

ものは298億円であり、平成20年度の当初予算（299億円）と比較して－１億円、0.3%減と

なっている。 
（別紙 4-1 参照） 
 
（２） 電子政府の情報セキュリティを企画・設計段階から確保するための方策に係る検討状

況について 

行政情報システムにおける情報キュリティ対策を考慮したライフサイクル管理の強化の実

現を目標とし、経験・知見を有する有識者やベンダーを交えた検討会を設置。         
平成 20 年度末を目途に一次報告書を取りまとめる予定。 

（別紙 4-2 参照） 
 
（３） 2008 年度分野横断的演習について 

IT 障害発生時における重要インフラサービスの維持・早期復旧、事業継続等に向けた

課題抽出を目的として、2008 年度分野横断的演習を実施。概要については、以下のとおり。

本演習で得られた成果は、官民の情報共有体制の強化策の検討に役立てるとともに、各事

業者において情報セキュリティ対策の向上に向けた取組みに活用されることを期待。 
（開催概要） 
・ 開催日時 平成 20 年 12 月１日（月） １２：３０～１８：３０ 
・ 参加者数 136 名（プレイヤー、事務局の合計） 
・ 実施方法 詳細シナリオは事務局のみが把握しているという、現実に近い設定の下、分

野ごとに小部屋に分かれ、メール、電話、Web ページを用いて情報交換を実

施。 
（別紙 4-3-1～4-3-3 参照） 
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（４） 平成 20 年度情報セキュリティの日について 

昨年度に引き続き、２月２日の情報セキュリティの日の前後に、情報セキュリティの日功労

者表彰を実施予定。 
また、情報セキュリティの日の前後約 1 ヶ月間に各種関連行事を積極的に開催予定。 

（別紙 4-4 参照） 
 
 
 

【本件に関する問合せ先】 
内閣官房情報セキュリティセンター（NISC） 

山口補佐官、関参事官、安部参事官補佐  
電話 03-3581-3768（センター代表） 

 
※ 本日の会議資料は、内閣官房情報セキュリティセンターのホームページにおいて公表します。 
  （http://www.nisc.go.jp/conference/seisaku/index.html#seisaku19） 
※ 「情報セキュリティ政策会議」は、平成 17 年５月 30 日のＩＴ戦略本部決定によって設置されました。 

（http://www.nisc.go.jp/press/pdf/050530seisaku-press.pdf） 
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０
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０
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②
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③
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テ
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.0
4

20
00

.0
2

20
00

.0
2

20
00

.0
1

20
00

.0
1

1 箇 月 で 組 織 立 ち 上 げ
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佐
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２
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２２
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２
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0
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0
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２
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、
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イ
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策
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２
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、
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イ
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策
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縦
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０
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検
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６
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８
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中
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２
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／
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８
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催
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ど
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０
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２
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と
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。
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９
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を
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ま
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テ
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る
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険

性

と
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あ
え
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策
推

進
の
枠

組
み

は
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築
と
り
あ
え
ず
政

策
推

進
の
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組
み

は
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築
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府
機

関
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基
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に
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を
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枠

組
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が
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な
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め
の
）
事

前
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題
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の
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前
対
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取
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は
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程

度
進
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取
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、
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テ
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上
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て
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て
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な
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成

果
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標
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の

下
で

の
取

組
み

（
第

１
次

基
本

計
画

の
考

え
方

な
ど

に
つ

い
て

記
述

）

２
０

０
９

年
の

状
況

（第
１

次
基

本
計

画
の

下
で

様
々

な
取

組
み

を
進

め
た

結
果

、
ど

の
よ

う
な

状
況

と
な

っ
て

い
る

か
考

察
）

第
１
章

第
１
章

１ ２

第
２

次
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

本
計

画
に

お
け

る
基

本
的

考
え

方
と

２
０

１
２

年
の

姿

第
２

次
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

本
計

画
の

基
本

的
考

え
方

（
第

２
次

基
本

計
画

の
考

え
方

な
ど

に
つ

い
て

、
適

宜
第

１
次

基
本

計
画

と
比

較
し

な
が

ら
記

述
）

２
０

１
２

年
の

姿
（
第

２
次

基
本

計
画

の
下

で
様

々
な

取
組

み
を

進
め

た
結

果
、

計
画

期
間

後
に

ど
の

よ
う

な
姿

と
な

る
と

考
え

て
い

る
か

記
述

）

第
２
章

第
２
章

１ ２

今
後

３
年

間
に

取
り

組
む

重
点

政
策

対
策

実
施

４
領

域
に

お
け

る
取

組
み

の
推

進
と

政
策

目
的

の
着

実
な

実
現

（
政

府
・
地

方
公

共
団

体
、

重
要

イ
ン

フ
ラ

、
企

業
、

個
人

に
つ

い
て

記
述

）

横
断

的
な

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

基
盤

の
強

化
と

発
展

（
技

術
、

人
材

、
国

際
、

犯
罪

対
策

な
ど

に
つ

い
て

記
述

）

第
３
章

第
３
章

１ ２

政
策

の
推

進
体

制
と

持
続

的
改

善
の

構
造

に
つ

い
て

政
策

の
推

進
体

制

他
の

関
係

機
関

等
と

の
関

係

持
続

的
改

善
構

造
の

構
築

第
４
章

第
４
章

１ ２ ３

別紙1-1-5
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「
第

２
次

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

基
本

計
画

（
案

）
」
の

全
体

像
「
第

２
次

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

基
本

計
画

（
案

）
」
の

全
体

像
［
１

］
［
１

］

○
「
第
２
次
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
計
画
（
案
）
」
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
全
般
に
係
る
中
長
期
計
画
（
全
体
設
計
図
）
と
し
て
、

今
後
の
我
が
国
の
取
組
み
に
関
す
る
、
１
）
基
本
的
考
え
方
と
、
２
）
重
点
政
策
の
方
向
性
を
提
示

。

○
具
体
的
に
は
、
２
０
０
９
年
度
～
２
０
１
１
年
度
ま
で
の
３
カ
年
計
画

と
し
て
策
定
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
本
計
画
に
基
づ
い
た
年
度

ご
と
の
推

進
計

画
で
あ
る
「
セ
キ
ュ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
」
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
年
度
ご
と
の
取
組
み
状
況
や
社
会
変
化
な
ど
に
関
す

る
評
価
等
を
行

う
予

定
。

○
「
第
２
次
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
計
画
（
案
）
」
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
全
般
に
係
る
中
長
期
計
画
（
全
体
設
計
図
）
と
し
て
、

今
後

の
我

が
国

の
取

組
み
に
関

す
る
、
１
）
基
本
的
考
え
方
と
、
２
）
重
点
政
策
の
方
向
性
を
提

示
。

○
具
体
的
に
は
、
２
０
０
９
年
度
～
２
０
１
１
年
度
ま
で
の
３
カ
年
計
画

と
し
て
策
定
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
本
計
画
に
基
づ
い
た
年
度

ご
と
の
推

進
計

画
で
あ
る
「
セ
キ
ュ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
」
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
年
度
ご
と
の
取
組
み
状
況
や
社
会
変
化
な
ど
に
関
す

る
評
価
等
を
行

う
予

定
。

具
体

的
取

組
み

の
持

続
的

な
推

進
、

新
た

な
課

題
へ

の
政

策
的

対
応

（
第

１
次

基
本

計
画

で
構

築
し

た
取

組
み

の
各

種
枠

組
み

を
持

続
的

に
活

用
）

「
事

故
前

提
社

会
」
へ

の
対

応
力

強
化

（
十

分
な

事
前

対
策

の
取

組
み

に
も

関
わ

ら
ず

、
万

が
一

問
題

が
生

じ
た

場
合

を
考

え
て

準
備

を
怠

ら
な

い
）

合
理

性
に

裏
付

け
ら

れ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
の

実
現

（
情

報
資

産
の

価
値

、
リ
ス

ク
の

大
き

さ
に

応
じ

た
合

理
的

（
最

適
）
な

水
準

の
対

策
を

実
現

）

第
１
次

基
本

計
画

か
ら
の
「
発

展
」
と
「
継

続
」

第
１
次

基
本

計
画

か
ら
の
「
発

展
」
と
「
継

続
」

１ ２ ３

●
基

本
目

標
→

「
ＩＴ

を
安

心
し

て
利

用
で

き
る

環
境

」
の

構
築

（
第

１
次

基
本

計
画

と
同

様
。

ＩＴ
基

本
法

第
２

２
条

の
実

現
）

●
取

組
み

に
あ

た
っ

て
の

基
本

理
念

→
「
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
立

国
」
の

思
想

の
成

熟
（
ＩＴ

時
代

の
力

強
い

「
個

」
と

「
社

会
」
の

確
立

へ
）

（
目

指
す

「
姿

」
は

、
最

適
な

水
準

の
取

組
み

と
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

実
現

で
あ

り
、

絶
対

的
な

無
謬

性
の

追
求

で
は

な
い

→
絶

対
的

な
無

謬
性

か
ら

脱
却

す
る

に
は

国
民

や
社

会
全

体
の

意
識

改
革

も
不

可
欠

）

●
基

本
目

標
の

実
現

に
向

け
た

取
組

み
→

官
民

の
各

主
体

が
適

切
な

役
割

分
担

を
果

た
す

「
新

し
い

官
民

連
携

モ
デ

ル
」

＋
（
対

策
実

施
側

の
み

な
ら

ず
）
情

報
提

供
側

も
視

野
に

入
れ

た
取

組
み

の
推

進
（
第

１
次

基
本

計
画

の
下

で
は

、
対

策
実

施
主

体
及

び
対

策
支

援
主

体
に

よ
る

「
新

し
い

官
民

連
携

モ
デ

ル
」
を

追
求

。
状

況
変

化
を

踏
ま

え
、

新
た

に
情

報
提

供
側

も
視

野
に

入
れ

た
取

組
み

を
推

進
）

第
２
次

基
本

計
画

の
基

本
的

考
え
方

第
２
次

基
本

計
画

の
基

本
的

考
え
方

別紙1-1-6
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「
第

２
次

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

基
本

計
画

（
案

）
」
の

全
体

像
「
第

２
次

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

基
本

計
画

（
案

）
」
の

全
体

像
［
２

］
［
２

］

●
課

題
の

把
握

か
ら

事
前

対
策

、
事

後
対

応
ま

で
視

野
に

入
れ

た
取

組
み

（
事

前
対

策
の

み
な

ら
ず

、
万

が
一

問
題

が
生

じ
た

場
合

も
視

野
に

入
れ

て
事

後
対

応
の

準
備

を
進

め
る

）

●
技

術
面

で
の

対
応

か
ら

制
度

面
、

人
的

側
面

の
対

応
ま

で
視

野
に

入
れ

た
取

組
み

（
技

術
開

発
か

ら
人

材
育

成
の

よ
う

な
側

面
ま

で
幅

広
く

取
組

み
を

進
め

る
）

●
国

内
に

お
け

る
対

策
の

推
進

か
ら

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
確

保
の

た
め

に
国

際
的

に
な

さ
れ

る
活

動
も

視
野

に
入

れ
た

取
組

み
（
ＩＴ

利
用

・
活

用
に

お
い

て
は

国
境

を
越

え
る

の
は

当
然

と
な

っ
て

お
り

、
国

内
の

取
組

み
と

国
際

的
な

取
組

み
を

有
機

的
に

結
び

つ
け

た
取

組
み

と
す

る
）

●
国

民
の

日
常

生
活

や
経

済
活

動
と

い
っ

た
個

別
主

体
に

関
係

の
深

い
領

域
か

ら
、

安
全

保
障

や
文

化
と

い
っ

た
我

が
国

全
体

に
関

係
の

深
い

領
域

に
ま

で
対

応
し

た
取

組
み

（
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
問

題
は

相
当

程
度

幅
が

広
い

こ
と

に
鑑

み
、

様
々

な
観

点
か

ら
柔

軟
か

つ
領

域
横

断
的

に
取

組
み

を
進

め
る

）

第
２
次

基
本

計
画

の
下
で
取

組
み
を
行

う
政

策
領

域
第

２
次

基
本

計
画

の
下
で
取

組
み
を
行

う
政

策
領

域

別紙1-1-7
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政
府
機
関
統
一
基
準

政
府

機
関
統
一
基
準

第
４
版

第
４
版

改
訂

案
の
概

要
改

訂
案

の
概

要

１
．

第
２

次
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

本
計

画
案

を
踏

ま
え

た
対

応
1
-
1
  

政
府

機
関

に
お

け
る

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

の
各

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
強

化
へ

の
対

応

最
高

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
設

置
を

義
務

化
し

、
専

門
家

の
指

示
や

ア
ド

バ
イ

ス
が

組
織

全
体

に
迅

速
か

つ
確

実
に

反
映

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
。

２
．

技
術

・
環

境
の

変
化

へ
の

対
応

2
-
1

ウ
ェ

ブ
の

閲
覧

・
送

信
時

の
危

険
性

へ
の

対
応

ウ
ェ

ブ
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

設
定

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
送

信
時

の
安

全
確

認
に

係
る

対
策

を
追

加
。

2
-
2

電
子

メ
ー

ル
の

ボ
ッ

ト
被

害
の

危
険

性
へ

の
対

応

電
子

メ
ー

ル
送

信
時

認
証

を
基

本
遵

守
事

項
に

変
更

。

2
-
3

無
線

L
A

N
環

境
の

脆
弱

性
へ

の
対

応

要
機

密
情

報
を

取
り

扱
う

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
環

境
に

つ
い

て
は

、
通

信
内

容
の

暗
号

化
を

必
要

と
す

る
こ

と
を

追
記

。

３
．

実
務

に
則

し
た

遵
守

事
項

の
見

直
し

等
3
-
1

基
本

編
と

情
報

シ
ス

テ
ム

編
へ

の
分

割

２
編

分
割

に
よ

り
、

省
庁

対
策

基
準

の
決

裁
レ

ベ
ル

を
分

け
る

こ
と

を
容

易
に

し
、

よ
り

機
動

的
な

運
用

を
可

能
と

す
る

。

3
-
2

遵
守

事
項

の
集

約

文
書

整
備

に
係

る
遵

守
事

項
等

を
集

約
し

、
分

か
り

や
す

さ
の

向
上

を
図

る
。

3
-
3

政
府

機
関

統
一

基
準

解
説

書
の

記
述

の
明

確
化

等

別紙1-2
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「
第

２
次

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

基
本

計
画

」
に

基
づ

く
取

組
み

「
第

２
次

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

基
本

計
画

」
に

基
づ

く
取

組
み

－
今

後
３

年
間

の
重

点
政

策
－

－
今

後
３

年
間

の
重

点
政

策
－

◆
能

動
的

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

推
進

す
る

体
制

確
立

（
最

高
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

設
置

、
年

次
報

告
書

の
報

告
・
公

表
）

◆
事

業
継

続
性

確
保

の
検

討
、

サ
イ

バ
ー

攻
撃

等
へ

の
緊

急
対

応
能

力
強

化

◆
安

全
基

準
等

の
整

備
及

び
浸

透
◆

情
報

共
有

体
制

の
強

化
◆

共
通

脅
威

分
析

の
実

施
◆

分
野

横
断

的
な

演
習

◆
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
監

査
等

第
三

者
評

価
制

度
の

活
用

推
進

◆
対

策
容

易
化

の
た

め
の

ツ
ー

ル
提

供
◆

中
小

企
業

の
対

策
促

進
◆

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ウ
ィ

ル
ス

等
へ

の
対

応
体

制
の

強
化

政
府

政
府

機
関

機
関

・
地

方
公

共
団

体
・
地

方
公

共
団

体
重

要
イ

ン
フ

ラ
重

要
イ

ン
フ

ラ
企

業
企

業
個

人
個

人

政
府

機
関

統
一

基
準

重
要
イ
ン
フ
ラ
行
動
計
画

◆
学

校
や

地
域

に
お

け
る

情
報

モ
ラ

ル
等

の
教

育
の

推
進

◆
個

人
の

質
問

対
応

を
行

え
る

よ
う

な
サ

ポ
ー

タ
の

育
成

◆
サ

ー
ビ

ス
提

供
事

業
者

や
対

策

支
援

主
体

に
よ

る
リ

ス
ク

情
報

等
の

個
人

へ
の

適
切

な
提

供
促

進

◆
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

埋
め

込
ん

だ
機

器
の

開
発

促
進

◆
「
グ

ラ
ン

ド
チ

ャ
レ

ン
ジ

型
」
技

術
開

発
の

推
進

（ ４ 領 域 ）

主 な 重 点 政 策 ①

３ 年 間 の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

戦
略

の
推

進
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
人

材
の

育
成

確
保

◆
世

界
の

脅
威

動
向

を
把

握
す

る
た

め
の

官
民

連
携

確
立

◆
ア

ジ
ア

に
お

け
る

知
恵

の
結

集
と

水
準

の
向

上

国
際

連
携

・
協

調
の

推
進

◆
犯

罪
取

締
り

の
た

め
の

基
盤

整
備

の
推

進
◆

権
利

利
益

の
保

護
・
救

済
の

た
め

の
基

盤
整

備
の

推
進

犯
罪

の
取

締
り

、
権

利
利

益
の

保
護

救
済

◆
政

府
機

関
に

お
け

る
人

材
の

育
成

・
確

保
◆

保
有

す
る

ス
キ

ル
の

見
え

る
化

の
推

進

各
省
庁
に
よ
る
施
策

各
省
庁
に
よ
る
施
策

（ 横 断 的 事 項 ）

主 な 重 点 政 策 ②

３ 年 間 の

主 体

情 報 提 供
自

身
の

有
す

る
情

報
を

預
け

る
主

体
自

身
の

有
す

る
情

報
を

預
け

る
主

体
（
新

た
な

課
題

と
し

て
、

関
係

機
関

等
が

協
力

し
な

が
ら

取
組

み
を

検
討

・
推

進
）

（
個

別
設

計
図

）

別紙1-1-8
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重
要
イ
ン
フ
ラ
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
係
る

重
要
イ
ン
フ
ラ
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
係
る
第
２
次
行
動
計
画

第
２
次
行
動
計
画

(( 案案
)) の

全
体
像

の
全
体
像

第
２

次
行

動
計

画
の

施
策

の
枠

組
み

【
20

09
年

度
～

20
11

年
度

】

①
安

全
基

準
等

・
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確

保
に
係
る
「
安

全
基

準
等

」
策

定
に
あ
た
っ
て
の
指
針
」
を
策

定
、
改
定

・
各
分
野
に
て
安
全
基
準
等
の
策
定
、

見
直

し

②
情

報
共

有
体

制
・
官
民
の
情
報
提

供
・連

絡
の
体

制
を
整

備
し
、
情
報
提
供
･情

報
連
絡
を
開
始

・
各

分
野

に
て
セ
プ
タ
ー
を
整
備

・セ
プ
タ
ー
カ
ウ
ン
シ
ル
を
創
設
（予

定
）

③
相

互
依

存
性

解
析

・
静

的
相

互
依
存

性
解

析
を
実
施

・
動

的
相

互
依
存

性
解

析
を
実
施

④
分

野
横

断
的

演
習

・
研

究
的

演
習
、
机

上
演

習
を
実

施

・
機

能
演

習
を
実

施

第
１

次
行

動
計

画
の

成
果

【
20

06
年

度
～

20
08

年
度

】

○
「
重

要
イ

ン
フ

ラ
に

お
け

る
ＩＴ

障
害

の
発

生
を

限
り

な
く
ゼ

ロ
に

す
る

こ
と

」
を

目
指

す
と

と
も

に
、

「
ＩＴ

障
害

が
国

民
生

活
や

社
会

経
済

活
動

に
重

大
な

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
」
を

目
標

に
官

民
が

連
携

し
て

重
要

イ
ン

フ
ラ

防
護

に
取

り
組

む

○
新

た
に

分
野

毎
(*

) に
重

要
イ

ン
フ

ラ
サ

ー
ビ

ス
の

検
証

レ
ベ

ル
を

設
定

し
て

着
実

に
改

善
を

実
施

○
第

１
次

行
動

計
画

に
お

い
て

設
定

し
た

施
策

の
４

つ
の

柱
に

着
実

に
取

組
み

、
ま

た
経

験
を

改
善

に
つ

な
げ

る
と

と
も

に
、

新
た

に
「
環

境
変

化
へ

の
対

応
」
を

５
つ

め
の

柱
に

掲
げ

、
変

化
に

対
す

る
察

知
能

力
の

向
上

と
機

敏
な

対
応

に
取

り
組

む

※
１

０
分

野
：

情
報

通
信

、
金

融
、

航
空

、
鉄

道
、

電
力

、
ガ

ス
、

政
府

・
行

政
サ

ー
ビ

ス
（
地

方
公

共
団

体
を

含
む

）
、

医
療

、
水

道
、

物
流

Ａ
分

野
Ｂ

分
野

Ｃ
分

野

セ
プ

タ
ー

セ
プ

タ
ー

セ
プ

タ
ー

分
野

毎
の

主
体

的
な

対
策

セ
プ

タ
ー

カ
ウ

ン
シ

ル

関
係

機
関

政
府

検
証

レ
ベ

ル
検

証
レ

ベ
ル

検
証

レ
ベ

ル

①
安

全
基

準
等

の
浸

透

対
策

を
充

実
、

着
実

に
実

践

②
情

報
共

有
体

制
の

強
化

情
報

共
有

の
推

進
必

要
な

情
報

を
獲

得
し

活
用

④
分

野
横

断
的

演
習

防
護

対
策

向
上

の
た

め
の

課
題

抽
出

⑤
環

境
変

化
へ

の
対

応

変
化

を
捉

え
て

機
敏

に
対

応

③
共

通
脅

威
分

析

複
数

分
野

に
共

通
の

潜
在

的
な

脅
威

を
発

見

重
要

イ
ン

フ
ラ

事
業

者
等

に
よ

る
分

野
横

断
連

携

政
府

等
に

よ
る

支
援

別紙1-3-1
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第
２
次

行
動

計
画

第
２
次

行
動

計
画

の
概

要
の
概

要

５
環

境
変

化
へ

の
対

応

４
分

野
横

断
的

演
習

４
分

野
横
断
的

演
習

３
共

通
脅

威
分

析
３

相
互
依
存
性

解
析

２
情

報
共

有
体

制
の

強
化

２
情

報
共
有
体

制
の
強
化

１
安

全
基

準
等

の
整

備
及

び
浸

透
１

安
全

基
準

等
の
整

備

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 柱 評 価 ・ 検 証総 論

広
く
協

力
、

支
援

を
得

る
た

め
広

報
公

聴
活

動
を

実
施

国
際

会
合

や
他

国
機

関
と

の
対

話
を

通
じ

た
国

際
連

携
を

推
進

第
２

次
行

動
計

画
(2

00
9-

20
11

)
第

１
次

行
動

計
画

（
20

06
-2

00
8)

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
と

検
証

レ
ベ

ル
を

定
義

、
脅

威
等

の
対

象
範

囲
を

見
直

し

ア
ウ

ト
カ

ム
と

な
る

「
理

想
と

す
る

将
来

像
」
を

提
示

想
定

す
る
脅

威
や
防

護
す
べ
き
重

要
シ
ス
テ
ム
等

の
対

策
の
範

囲
を
設

定

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
に
関

す
る
官

民
連

携
の
施

策
の
枠

組
み
を
構

築

具
体

的
な

ＩＴ
障

害
の

発
生

を
想

定
し

た
分

野
横

断
的

演
習

を
継

続
的

に
実

施
内

閣
官

房
の
企

画
・
立

案
の
下

、
各

分
野

が
参

加
す
る
形

態
で
「
研

究
的

演
習

」
、
「
机
上

演
習

」
、
「
機

能
演

習
」
を
段

階
的

に
実

施

分
野

毎
に

IT
障

害
の

検
証

レ
ベ

ル
を

設
定

し
、

ま
た

施
策

毎
に

検
証

指
標

を
設

定
し

て
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
継

続
的

な
検

証
と

改
善

に
取

り
組

む

指
標

だ
け

で
は

把
握

し
き

れ
な

い
状

況
を

収
集

す
る

た
め

に
、

補
完

調
査

を
実

施

３
年

毎
又

は
必

要
に

応
じ

て
行

動
計

画
を

見
直

し

３
年

毎
又

は
必

要
に
応

じ
て
行

動
計

画
を
見

直
し

潜
在

的
な

リ
ス

ク
チ

ェ
ー

ン
の

把
握

等
の

た
め

相
互

依
存

性
解

析
を

継
続

検
討

対
象

を
技

術
、

シ
ス

テ
ム

、
環

境
等

に
拡

大
し

た
分

野
共

通
の

脅
威

を
分

析

相
互
依
存

性
解
析

の
問
題

提
起
と
実
施

効
果

等
を
記

載

内
閣

官
房

を
中

心
に
、
相

互
依

存
性

解
析

を
試

行

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

に
資

す
る

、
共

有
す

べ
き

情
報

を
整

理

情
報

の
分

析
等

の
セ

プ
タ

ー
に

期
待

さ
れ

る
機

能
を

示
し

、
必

要
な

支
援

を
実

施

分
野

横
断

的
な

情
報

共
有

等
の

セ
プ

タ
ー

カ
ウ

ン
シ

ル
に

望
ま

れ
る

事
項

を
提

示

IT
障

害
に
対

応
す
る
た
め
の
、
官

民
の
情

報
提

供
・
連

絡
の
体

制
を
整

備

各
分

野
毎

に
「
セ
プ
タ
ー
（
情

報
共

有
・
分

析
機

能
）
」
を
整

備

分
野

横
断

的
な
情

報
共

有
の
場

と
し
て
「
セ
プ
タ
ー
カ
ウ
ン
シ
ル
」
を
設

立

「
『
安

全
基

準
等

』
策

定
に

あ
た

っ
て

の
指

針
」
の

充
実

各
分

野
毎

に
「
安

全
基

準
等

」
の

継
続

的
な

改
善

の
実

施
と

、
確

実
な

浸
透

「
『
安

全
基

準
等

』
策

定
に
あ
た
っ
て
の
指

針
」
を
策

定

各
分

野
毎

に
上

記
指

針
を
踏

ま
え
た
「
安
全

基
準

等
」
を
策

定
・
改

定

○
ＩＴ

障
害

が
国

民
生

活
や

社
会

経
済

活
動

に
重

大
な

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

て
継

続

別紙1-3-2
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重
要

イ
ン
フ
ラ
サ

ー
ビ
ス
の
検

証
レ
ベ
ル

重
要

イ
ン
フ
ラ
サ

ー
ビ
ス
の
検

証
レ
ベ
ル

・
貨

物
運

送
の

停
止

や
貨

物
の

紛
失

が
生

じ
な

い
こ

と
物

流

・
断

減
水

、
水

質
異

常
、

重
大

な
シ

ス
テ

ム
障

害
の

う
ち

給
水

に
支

障
を

及
ぼ

す
も

の
が

生
じ

な
い

こ
と

水
道

・
診

療
録

等
の

保
存

に
支

障
が

生
じ

な
い

こ
と

医
療

・
住

民
等

の
権

利
利

益
の

保
護

に
支

障
が

生
じ

な
い

こ
と

・
住

民
等

の
安

全
・
安

心
を

確
保

で
き

る
時

間
内

に
シ

ス
テ

ム
の

復
旧

を
行

う
こ

と
政

府
・
行

政
サ

ー
ビ

ス
(地

方
公

共
団

体
を

含
む

)

・
供

給
支

障
戸

数
が

３
０

以
上

の
供

給
支

障
事

故
が

生
じ

な
い

こ
と

ガ
ス

・
供

給
支

障
電

力
が

１
０

万
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
上

で
、

そ
の

支
障

時
間

が
１

０
分

以
上

の
供

給
支

障
事

故
が

生
じ

な
い

こ
と

電
力

・
旅

客
の

輸
送

に
支

障
を

及
ぼ

す
列

車
の

運
休

が
生

じ
な

い
こ

と
鉄

道

・
貨

客
の

運
送

に
支

障
を

及
ぼ

す
定

期
便

の
欠

航
が

生
じ

な
い

こ
と

航
空

・
預

り
有

価
証

券
等

の
売

却
、

解
約

代
金

の
払

い
出

し
等

に
遅

延
、

停
止

が
生

じ
な

い
こ

と
・
有

価
証

券
の

売
買

又
は

市
場

デ
リ

バ
テ

ィ
ブ

取
引

等
に

遅
延

、
停

止
が

生
じ

な
い

こ
と

証
券

会
社

金
融

商
品

取
引

所

・
保

険
金

等
の

支
払

い
に

遅
延

、
停

止
が

生
じ

な
い

こ
と

損
害

保
険

・
保

険
金

等
の

支
払

い
に

遅
延

、
停

止
が

生
じ

な
い

こ
と

生
命

保
険

・
預

金
の

払
戻

し
の

遅
延

、
停

止
が

生
じ

な
い

こ
と

・
融

資
承

諾
を

し
た

貸
付

の
実

行
の

遅
延

、
停

止
が

生
じ

な
い

こ
と

・
為

替
（
銀

行
振

込
）
の

遅
延

、
停

止
が

生
じ

な
い

こ
と

銀
行

金 融

・
放

送
の

停
止

が
生

じ
な

い
こ

と

・
電

気
通

信
役

務
の

停
止

、
品

質
の

低
下

が
、

3
万

以
上

の
利

用
者

に
対

し
2
時

間
以

上
継

続
す

る
事

故
が

生
じ

な
い

こ
と

情
報

通
信

検
証

レ
ベ

ル
（
一

部
表

現
を

簡
素

化
）

重
要

イ
ン

フ
ラ

分
野

○
重

要
イ

ン
フ

ラ
分

野
毎

に
業

法
上

の
義

務
的

な
取

組
み

に
加

え
て

、
新

た
に

検
証

レ
ベ

ル
を

設
定

し
、

こ
れ

を
逸

脱
す

る
ＩＴ

障
害

の
発

生
状

況
を

毎
年

検
証

し
て

行
動

計
画

の
改

善
を

期
す

○
重

要
イ

ン
フ

ラ
事

業
者

等
は

検
証

レ
ベ

ル
に

よ
ら

ず
各

々
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

を
定

め
、

こ
れ

を
維

持
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

て
対

策
に

取
り

組
む

事
が

望
ま

し
い

※
「
IT

障
害

」
と

は
、

重
要

イ
ン

フ
ラ

サ
ー

ビ
ス

に
お

い
て

発
生

す
る

障
害

（
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

を
維

持
で

き
な

い
状

態
等

）
の

う
ち

、
IT

の
機

能
不

全
が

引
き

起
こ

す
も

の

※
概

要
を

示
す

た
め

表
現

を
簡

素
化

し
て

い
る

。
正

確
な

表
記

は
第

２
次

行
動

計
画

（
案

）
別

紙
２

を
参

照
。

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル

各
事

業
者

は
こ

の
レ

ベ
ル

を
維

持
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

て
対

策
に

取
り

組
む

こ
と

が
望

ま
し

い
（
事

業
者

毎
に

設
定

）

ＩＴ
障

害
が

国
民

生
活

や
社

会
経

済
活

動
に

影
響

を
与

え
る

状
態

検
証

レ
ベ

ル

本
検

証
レ

ベ
ル

を
逸

脱
す

る
ＩＴ

障
害

の
発

生
状

況
を

検
証

す
る

行 動 計 画 の 対 象 と な る Ｉ Ｔ 障 害

検 証 対 象 と な る Ｉ Ｔ 障 害

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

が
必

要
な

事
象

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

が
必

要
な

事
象

別紙1-3-3
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情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
政

策
に
関

す
る
評

価
に
つ
い
て

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
政

策
に
関

す
る
評

価
に
つ
い
て

（
参

考
）「
セ
キ
ュ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
２
０
０
８
」
（全

（
参

考
）「
セ
キ
ュ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
２
０
０
８
」
（全

15
7

15
7 施

策
）の

進
捗
状
況
（上

半
期
）の

概
要

施
策
）の

進
捗
状
況
（上

半
期
）の

概
要

①
「
既

に
実

施
済

み
」

②
「
既

に
具

体
的

な
検

討
や

実
施

に
向

け
た

準
備

を
進

め
て

お
り

、
年

度
内

（
又

は
予

定
内

）
に

実
施

で
き

る
予

定
」

③
「
今

後
具

体
的

な
検

討
や

実
施

に
向

け
た

作
業

を
開

始
す

る
予

定
だ

が
、

年
度

内
（
同

上
）
に

実
施

で
き

る
見

込
み

」
④

「
現

時
点

で
は

、
年

度
内

（
同

上
）
に

実
施

で
き

る
ど

う
か

不
明

」

・
・
・

２
２

施
策

（
１

４
％

）
・
・
・
１

２
２

施
策

（
７

８
％

）

・
・
・

１
０

施
策

（
６

％
）

・
・
・

３
施

策
（
２

％
）

（
※

小
数

点
以

下
四

捨
五

入
）

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
政

策
に

つ
い

て
は

、
毎

年
評

価
を

実
施

・
評

価
の

実
施

に
当

た
り

毎
年

「
評

価
等

に
向

け
た

作
業

方
針

」
を

策
定

・
今

年
度

は
第

1次
基

本
計

画
の

最
終

年
度

と
し

て
、

「
20

09
年

時
に

お
け

る
我

が
国

社
会

の
あ

る
べ

き
姿

」
の

達
成

度
に

つ
い

て
も

評
価

を
実

施

・
評

価
の

結
果

は
、

20
09

年
度

の
年

次
計

画
（
セ

キ
ュ

ア
・
ジ

ャ
パ

ン
）
に

反
映

※
本

来
で

あ
れ

ば
次

期
基

本
計

画
に

反
映

さ
せ

る
べ

き
で

あ
る

が
、

策
定

時
期

の
関

係
上

、
セ

キ
ュ

ア
・
ジ

ャ
パ

ン
に

反
映

す
る

。

A
C

TI
O

N
A

C
TI

O
N

：
次

期
基

本
計

画
の

：
次

期
基

本
計

画
の

策
定

時
に

反
映

策
定

時
に

反
映

C
H

EC
K

C
H

EC
K

：
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
政

：
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
政

策
の

評
価

等
策

の
評

価
等

20
09

20
09

年年

D
O

D
O

：
施

策
実

施
：
施

策
実

施

（
年

度
毎

）
（
年

度
毎

）

PL
AN

PL
AN

：
第

：
第

11 次
基

本
計

画
次

基
本

計
画

20
06

20
06

年年
22 月月

【
第

1次
基

本
計

画
の

目
標

】
（

「
20

09
年

時
に

お
け

る
我

が
国

社
会

の
あ

る
べ

き
姿

」
）

ＩＴ
安

利
用

環
境

の
実

現

政
府

機
関

統
一

基
準

を
世

界
最

高
レ

ベ
ル

に

重
要

イ
ン

フ
ラ

の
IT

障
害

発
生

を
限

り
な

く
ゼ

ロ
に

企
業

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

世
界

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

に

IT
利

用
に

俯
瞰

を
感

じ
る

個
人

を
限

り
な

く
ゼ

ロ
に

【【
第第

11 次
基

本
計

画
の

次
基

本
計

画
の

目
標

目
標

】】
（（

「「
20

09
20

09
年

時
に

お
け

る
年

時
に

お
け

る

我
が

国
社

会
の

あ
る

べ
き

姿
」
）

我
が

国
社

会
の

あ
る

べ
き

姿
」
）

ＩＴ
安

利
用

環
境

ＩＴ
安

利
用

環
境

の
実

現
の

実
現

政
府

機
関

統
一

基
準

を
世

界
最

高
レ

ベ
ル

に
政

府
機

関
統

一
基

準
を

世
界

最
高

レ
ベ

ル
に

重
要

イ
ン

フ
ラ

の
重

要
イ

ン
フ

ラ
の

ITIT
障

害
発

生
を

限
り

な
く
ゼ

ロ
に

障
害

発
生

を
限

り
な

く
ゼ

ロ
に

企
業

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

世
界

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

に
企

業
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
世

界
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
に

ITIT
利

用
に

俯
瞰

を
感

じ
る

個
人

を
限

り
な

く
ゼ

ロ
に

利
用

に
俯

瞰
を

感
じ

る
個

人
を

限
り

な
く
ゼ

ロ
に

毎
年

、
当

該
年

度
の

施
策

実
施

計
画

で
あ

る
セ

キ
ュ

ア
・

ジ
ャ

パ
ン

を
策

定
（
毎

年
の

実
施

計
画

に
も

PD
C

Aサ
イ

ク
ル

有
り

）

毎
年

、
当

該
年

度
の

施
策

実
施

計
画

で
あ

る
セ

キ
ュ

ア
・

毎
年

、
当

該
年

度
の

施
策

実
施

計
画

で
あ

る
セ

キ
ュ

ア
・

ジ
ャ

パ
ン

を
策

定
ジ

ャ
パ

ン
を

策
定

（
毎

年
の

実
施

計
画

に
も

（
毎

年
の

実
施

計
画

に
も

PD
C

A
PD

C
A

サ
イ

ク
ル

有
り

）
サ

イ
ク

ル
有

り
）

評
価

を
行

う
に

当
た

り
「
作

業
方

針
」
を

策
定

（
20

08
年

12
月

）
←

評
価

手
法

、
評

価
指

標
、

補
完

調
査

等
を

定
め

る

評
価

を
行

う
に

当
た

り
「
作

業
方

針
」
を

策
定

（
評

価
を

行
う

に
当

た
り

「
作

業
方

針
」
を

策
定

（
20

08
20

08
年年

1212
月

）
月

）
←

評
価

手
法

、
評

価
指

標
、

補
完

調
査

等
を

定
め

る

評
価

に
よ

り
判

明
し

た
課

題
等

を
次

期
基

本
計

画
や

年
次

計
画

の
策

定
に

反
映

評
価

に
よ

り
判

明
し

た
課

題
等

を
次

期
評

価
に

よ
り

判
明

し
た

課
題

等
を

次
期

基
本

計
画

基
本

計
画

や
年

や
年

次
計

画
の

次
計

画
の

策
定

策
定

に
反

映
に

反
映

セ
キ

ュ
ア

・
ジ

ャ
パ

ン
セ

キ
ュ

ア
・
ジ

ャ
パ

ン
PD

C
A

PD
C

A
サ

イ
ク

ル
（１

年
サ

イ
ク

ル
（１

年
単

位
単

位
））

基
本

計
画

単
位

基
本

計
画

単
位

PD
C

A
PD

C
A

サ
イ

ク
ル

（
３

年
サ

イ
ク

ル
（
３

年
単

位
単

位
））

PL
AN

PL
AN

：
次

期
基

本
計

画
：
次

期
基

本
計

画
20

09
20

09
年年

22 月月

A
C

TI
O

N
A

C
TI

O
N

：
翌

年
の

計
画

に
反

映
：
翌

年
の

計
画

に
反

映

C
H

E
C

K
C

H
E

C
K

：評
価

実
施

：評
価

実
施

D
O

D
O

：
施

策
実

施
：
施

策
実

施

P
LA

N
P

LA
N

：
セ

キ
ュ

ア
・
ジ

ャ
パ

ン
：
セ

キ
ュ

ア
・
ジ

ャ
パ

ン
20

08
20

08
20

08
20

08
年年

66 月月

A
C

TI
O

N
A

C
TI

O
N

C
H

E
C

K
C

H
E

C
K

D
O

D
O

P
LA

N
P

LA
N

：
セ

キ
ュ

ア
・
ジ

ャ
パ

ン
：
セ

キ
ュ

ア
・
ジ

ャ
パ

ン
20

09
20

09
20

09
20

09
年年

66 月月

D
O

D
O

：
施

策
実

施
：
施

策
実

施

（
年

度
毎

）
（
年

度
毎

）
次

期
基

本
計

画
下

に
お

い
て

も
、

セ
キ

ュ
ア

・
ジ

ャ
パ

ン
を

策
定

予
定

次
期

基
本

計
画

下
に

お
い

て
も

、
セ

キ
ュ

ア
・
ジ

ャ
パ

ン
を

次
期

基
本

計
画

下
に

お
い

て
も

、
セ

キ
ュ

ア
・
ジ

ャ
パ

ン
を

策
定

予
定

策
定

予
定

現
在

、
20

09
年

2月
の

策
定

を
目

指
し

検
討

中
。

現
在

、
現

在
、

20
09

20
09

年年
22 月

の
策

定
を

目
指

し
検

討
中

。
月

の
策

定
を

目
指

し
検

討
中

。

20
09

年
度

20
08

年
度

反
映

連
携

別紙2
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「セ
キ
ュ
ア
・ジ

ャ
パ
ン
２
０
０
８
」の

進
捗
状
況
（上

半
期
）に

つ
い
て

「セ
キ
ュ
ア
・ジ

ャ
パ
ン
２
０
０
８
」の

進
捗
状
況
（上

半
期
）に

つ
い
て

「
セ
キ
ュ
ア
・
ジ
ャ
パ

ン
２
０
０
８
」
の
進

捗
状

況
（
上

半
期
）
の
概

要
「
セ
キ
ュ
ア
・
ジ
ャ
パ

ン
２
０
０
８
」
の
進

捗
状

況
（
上

半
期
）
の
概

要

①
「
既

に
実

施
済

み
」

②
「
既

に
具

体
的

な
検

討
や

実
施

に
向

け
た

準
備

を
進

め
て

お
り

、
年

度
内

（
又

は
予

定
内

）
に

実
施

で
き

る
予

定
」

③
「
今

後
具

体
的

な
検

討
や

実
施

に
向

け
た

作
業

を
開

始
す

る
予

定
だ

が
、

年
度

内
（
同

上
）
に

実
施

で
き

る
見

込
み

」

④
「
現

時
点

で
は

、
年

度
内

（
同

上
）
に

実
施

で
き

る
ど

う
か

不
明

」

・
・
・

２
２

施
策

（
１

４
％

）

・
・
・
１

２
２

施
策

（
７

８
％

）

・
・
・

１
０

施
策

（
６

％
）

・
・
・

３
施

策
（
２

％
）

上
記

で
「
③

」
と
さ
れ

て
い
る
施

策
に
つ
い
て
：

上
記

で
「
④

」
と
さ
れ

て
い
る
施

策
に
つ
い
て
：

他
の

施
策

の
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
と

の
兼

合
い

や
、

他
の

政
策

の
検

討
の

結
果

・
結

論
等

が
出

る
ま

で
は

検
討

で
き

な
い

た
め

に
上

半
期

中
に

お
い

て
は

未
着

手
と

い
う

施
策

も
あ

る
が

、
い

ず
れ

の
施

策
も

実
施

に
向

け
た

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

は
立

っ
て

お
り

、
全

て
年

度
内

（
予

定
内

）
に

実
施

で
き

る
見

込
み

。

サ
イ

バ
ー

犯
罪

を
締

結
す

る
た

め
の

法
律

整
備

等
の

推
進

、
刑

事
共

助
に

関
す

る
条

約
の

締
結

等
に

係
る

施
策

で
あ

り
、

国
会

審
議

の
状

況
や

諸
外

国
と

の
関

係
等

で
、

明
確

な
予

定
を

示
す

こ
と

が
困

難
。

結
論

政
府

と
し
て
実

施
す
べ
き
施

策
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全

て
年

度
内

（
又

は
予

定
内

）
に
実

施
で
き
る
目

途
が
立

っ
て
お
り
、

「
セ
キ
ュ
ア
・
ジ
ャ
パ

ン
２
０
０
８
」
は
概

ね
順

調
に
進

捗
。

（
※

小
数

点
以

下
四

捨
五

入
）

別紙3
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情報セキュリティ対策に関する 

平成 21 年度予算概算要求について 

 
平 成 2 0 年 1 2 月 1 0 日 

内閣官房情報セキュリティセンター 

 

 平成 21年度予算概算要求のうち、情報セキュリティ関連のものは次のとおり。 

 

１ 要求額 

 

〇 平成 21 年度予算概算要求額       ２９，８２１百万円 

 

〇 予算額推移（平成 21 年度は概算要求額） 

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 

当初予算 ２８８億円 ３１９億円 ３００億円 ２９９億円 ２９８億円 

補正予算 ― ― － － － 

合  計 ２８８億円 ３１９億円 ３００億円 ２９９億円 ２９８億円 

 

（注）通常のシステム管理一般の中でセキュリティ対策を行っているなど、 

   情報セキュリティ関連予算のみを取り出すことが困難なものは除く。 
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Al
l R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d.

行
政

情
報

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
考

慮
し

た
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

管
理

の
強

化
の

実
現

に
向

け
、

経
験

・
知

見
を

有
す

る
有

識
者

や
ベ

ン
ダ

ー
を

交
え

た
検

討
会

を
立

ち
上

げ
、

年
度

末
に

一
次

報
告

書
を

と
り

ま
と

め
る

。

行
政

情
報

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
考

慮
し

た
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

管
理

の
強

化
の

実
現

に
向

け
、

経
験

・
知

見
を

有
す

る
有

識
者

や
ベ

ン
ダ

ー
を

交
え

た
検

討
会

を
立

ち
上

げ
、

年
度

末
に

一
次

報
告

書
を

と
り

ま
と

め
る

。

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
企

画
・
設

計
段

階
か
ら
確

保
す
る
た
め
の
方

策
に
係

る
検

討
会

の
設

置
に
つ
い
て

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
企

画
・
設

計
段

階
か
ら
確

保
す
る
た
め
の
方

策
に
係

る
検

討
会

の
設

置
に
つ
い
て

目
的

目
的 （

座
長

）
・
大

学
教

授
等

（
委

員
）

・
大

手
ベ

ン
ダ

ー
（
３

名
以

上
）

・
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

関
連

事
業

者
関

連
団

体
内

の
有

識
者

（
２

名
以

上
）

・
府

省
庁

C
IO

補
佐

官
（
２

名
以

上
）

（
オ

ブ
ザ

ー
バ

）
・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
補

佐
官

・
関

係
各

府
省

庁
等

（
座

長
）

・
大

学
教

授
等

（
委

員
）

・
大

手
ベ

ン
ダ

ー
（
３

名
以

上
）

・
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

関
連

事
業

者
関

連
団

体
内

の
有

識
者

（
２

名
以

上
）

・
府

省
庁

C
IO

補
佐

官
（
２

名
以

上
）

（
オ

ブ
ザ

ー
バ

）
・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
補

佐
官

・
関

係
各

府
省

庁
等

検
討

会
メ

ン
バ

ー
検

討
会

メ
ン

バ
ー

（
１

）
政

府
機

関
統

一
基

準
に

基
づ

く
情

報
シ

ス
テ

ム
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

確
保

の
進

め
方

の
検

討
（
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
実

施
手

引
書

、
点

検
リ

ス
ト

）
政

府
機

関
統

一
基

準
に

基
づ

き
つ

つ
、

調
達

者
と

調
達

先
ベ

ン
ダ

ー
が

ど
う

協
業

で
き

る
の

か
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

（
２

）
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

考
慮

し
た

情
報

シ
ス

テ
ム

開
発

手
法

及
び

保
証

の
あ

り
方

の
検

討
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

の
と

り
ま

と
め

、
Ｔ

Ｃ
Ｏ

(T
o
ta

l 
C

o
st

 o
f 

O
w

n
e
rs

h
ip

)
低

減
の

た
め

の
調

査
等

を
行

う
。

（
３

）
政

府
機

関
に

お
け

る
情

報
シ

ス
テ

ム
関

連
基

準
の

あ
り

方
の

検
討

上
記

の
検

討
結

果
を

踏
ま

え
、

政
府

調
達

へ
の

プ
ロ

セ
ス

組
込

み
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

（
１

）
政

府
機

関
統

一
基

準
に

基
づ

く
情

報
シ

ス
テ

ム
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

確
保

の
進

め
方

の
検

討
（
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
実

施
手

引
書

、
点

検
リ

ス
ト

）
政

府
機

関
統

一
基

準
に

基
づ

き
つ

つ
、

調
達

者
と

調
達

先
ベ

ン
ダ

ー
が

ど
う

協
業

で
き

る
の

か
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

（
２

）
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

考
慮

し
た

情
報

シ
ス

テ
ム

開
発

手
法

及
び

保
証

の
あ

り
方

の
検

討
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

の
と

り
ま

と
め

、
Ｔ

Ｃ
Ｏ

(T
o
ta

l 
C

o
st

 o
f 

O
w

n
e
rs

h
ip

)
低

減
の

た
め

の
調

査
等

を
行

う
。

（
３

）
政

府
機

関
に

お
け

る
情

報
シ

ス
テ

ム
関

連
基

準
の

あ
り

方
の

検
討

上
記

の
検

討
結

果
を

踏
ま

え
、

政
府

調
達

へ
の

プ
ロ

セ
ス

組
込

み
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

検
討

内
容

検
討

内
容

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
案

）
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
案

） 20
08

年
度

20
09

年
度

（
１

）
「
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
実

施
手

引
書

」
、

「
点

検
リ

ス
ト

」
を

開
始

ベ
ス

ト
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
、

TC
O

削
減

方
策

を
順

次
実

施
。

（
３

）
(１

)及
び

(２
)を

踏
ま

え
、

検
討

継
続

。

20
10

年
度

20
11

年
度

20
12

年
度

１
月

第
１

回
検

討
会

開
催

～
３

回
程

度
検

討
会

を
開

催
～

年
度

末
一

次
報

告
書

と
り

ま
と

め
一

次
報

告

（
２

）
継

続
検

討
。
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分
野

横
断

的
演

習
の
取

組
み

に
つ
い
て

分
野

横
断

的
演

習
の
取

組
み

に
つ
い
て

官
民

連
携

の
仕

組
み

づ
く
り

官
民

連
携

体
制

の
機

能
向

上

研
究

的
演

習

演
習

実
施

の
概

念
、

演
習

課
題

の
設

定
、

演
習

手
法

の
理

解
等

を
主

眼
と

し
て

実
施

。

机
上

演
習

脅
威

と
し

て
災

害
を

設
定

し
、

会
議

形
式

の
演

習
を

実
施

。

機
能

演
習

脅
威

と
し

て
D

D
o

S
攻

撃
を

設
定

し
、

チ
ー

ム
毎

に
個

室
に

分
か

れ
、

メ
ー

ル
の

み
を

利
用

し
た

演
習

を
実

施
。

＜
2
0
0
6
年

度
＞

＜
2
0
0
7
年

度
＞

官
民

連
携

体
制

の
実

効
性

向
上

＜
2
0
0
8
年

度
＞

機
能

演
習

参
加

者
に

IT
障

害
の

発
生

原
因

を
知

ら
せ

な
い

な
ど

よ
り

現
実

に
近

い
状

況
で

、
起

こ
っ

た
現

象
に

関
す

る
関

係
者

間
の

情
報

共
有

に
よ

り
原

因
を

特
定

し
、

サ
ー

ビ
ス

の
維

持
・
早

期
復

旧
や

事
業

継
続

等
を

行
っ

て
い

く
機

能
演

習
を

実
施

。

机
上

演
習

状
況

機
能

演
習

状
況

機
能

演
習

状
況

重
要

イ
ン

フ
ラ

1
0
分

野
が

一
堂

に
会

し
、

初
め

て
の

分
野

横
断

的
演

習
を

実
施

。

N
IS

C
、

所
管

省
庁

、
セ

プ
タ

ー
、

重
要

イ
ン

フ
ラ

事
業

者
等

か
ら

成
る

情
報

共
有

の
仕

組
み

が
想

定
通

り
機

能
す

る
こ

と
を

確
認

。

官
民

の
情

報
共

有
、

連
絡

連
携

の
仕

組
み

が
、

緊
急

時
に

お
け

る
重

要
イ

ン
フ

ラ
事

業
者

等
の

サ
ー

ビ
ス

の
維

持
・
早

期
復

旧
や

事
業

継
続

等
に

と
っ

て
よ

り
有

益
と

な
る

よ
う

課
題

を
抽

出
。

分
野

横
断

的
演

習
は

、
IT

障
害

発
生

時
に

お
け

る
重

要
イ

ン
フ

ラ
サ

ー
ビ

ス
の

維
持

・
早

期
復

旧
や

事
業

継
続

等
に

向
け

た
課

題
抽

出
を

目
的

と
し

て
、

重
要

イ
ン

フ
ラ

所
管

省
庁

、
セ

プ
タ

ー
、

重
要

イ
ン

フ
ラ

事
業

者
等

の
協

力
を

得
て

、
2
0
0
6
年

度
か

ら
毎

年
度

実
施

。
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Al
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ht
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R
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ve
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２
０
０
８

２
０
０
８
年
度
分
野
横
断
的
演
習
の

年
度
分
野
横
断
的
演
習
の

実
施

実
施

概
要

概
要

報
告

報
告

松
本

内
閣

官
房

副
長

官
の

御
出

席
を

得
て

開
催

し
た

２
０

０
８

年
度

分
野

横
断

的
演

習
の

実
施

概
要

は
、

以
下

の
通

り
で

す
。

１
．

２
０

０
８

年
度

演
習

の
目

的

IT
障

害
発

生
時

に
お

け
る

重
要

イ
ン

フ
ラ

の
サ

ー
ビ

ス
の

維
持

・
早

期
復

旧
や

事
業

継
続

等
に

向
け

た
課

題
抽

出

２
．

検
証

対
象

重
要

イ
ン

フ
ラ

事
業

者
等

、
セ

プ
タ

ー
、

関
係

機
関

、
重

要
イ

ン
フ

ラ
所

管
省

庁

及
び

内
閣

官
房

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

か
ら

成
る

情
報

共
有

の
仕

組
み

全
体

を
対

象

３
．

検
証

課
題

（
１

）
緊

急
時

の
官

民
の

情
報

共
有

、
連

絡
・
連

携
の

仕
組

み
の

実
効

性
確

保

（
２

）
平

時
に

お
け

る
官

民
・
事

業
者

間
の

連
絡

・
連

携
の

状
況

（
３

）
緊

急
時

の
各

主
体

に
お

け
る

IT
障

害
へ

の
対

応
要

領
・
手

順
の

確
認

（
４

）
相

互
依

存
性

解
析

の
結

果

（
５

）
実

施
細

目
（
注

）
の

見
直

し
に

向
け

た
課

題
の

抽
出

４
．

実
施

日
時

・
場

所

２
０

０
８

年
１

２
月

１
日

（
月

）
１

２
：
３

０
～

１
８

：
３

０

（
株

）
三

菱
総

合
研

究
所

２
階

セ
ミ

ナ
ー

室
、

会
議

室

松
本

内
閣

官
房

副
長

官
の

御
出

席
を

得
て

開
催

し
た

２
０

０
８

年
度

分
野

横
断

的
演

習
の

実
施

概
要

は
、

以
下

の
通

り
で

す
。

１
．

２
０

０
８

年
度

演
習

の
目

的

IT
障

害
発

生
時

に
お

け
る

重
要

イ
ン

フ
ラ

の
サ

ー
ビ

ス
の

維
持

・
早

期
復

旧
や

事
業

継
続

等
に

向
け

た
課

題
抽

出

２
．

検
証

対
象

重
要

イ
ン

フ
ラ

事
業

者
等

、
セ

プ
タ

ー
、

関
係

機
関

、
重

要
イ

ン
フ

ラ
所

管
省

庁

及
び

内
閣

官
房

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

か
ら

成
る

情
報

共
有

の
仕

組
み

全
体

を
対

象

３
．

検
証

課
題

（
１

）
緊

急
時

の
官

民
の

情
報

共
有

、
連

絡
・
連

携
の

仕
組

み
の

実
効

性
確

保

（
２

）
平

時
に

お
け

る
官

民
・
事

業
者

間
の

連
絡

・
連

携
の

状
況

（
３

）
緊

急
時

の
各

主
体

に
お

け
る

IT
障

害
へ

の
対

応
要

領
・
手

順
の

確
認

（
４

）
相

互
依

存
性

解
析

の
結

果

（
５

）
実

施
細

目
（
注

）
の

見
直

し
に

向
け

た
課

題
の

抽
出

４
．

実
施

日
時

・
場

所

２
０

０
８

年
１

２
月

１
日

（
月

）
１

２
：
３

０
～

１
８

：
３

０

（
株

）
三

菱
総

合
研

究
所

２
階

セ
ミ

ナ
ー

室
、

会
議

室

松
本

内
閣

官
房

副
長

官
挨

拶

全
体

説
明

状
況

注
）
「
重

要
イ

ン
フ

ラ
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

に
係

る
行

動
計

画
」
の

情
報

連
絡

･情
報

連
携

に
関

す
る

実
施

細
目
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s 
R
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ve
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２
０
０
８

２
０
０
８
年
度
分
野
横
断
的
演
習
の

年
度
分
野
横
断
的
演
習
の

実
施

実
施

概
要

概
要

報
告

報
告

５
．

参
加

者
プ

レ
イ

ヤ
、

事
務

局
等

合
わ

せ
て

１
３

６
名

が
参

加
主

な
参

加
機

関
は

以
下

の
通

り

（
政

府
）

内
閣

官
房

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

、
重

要
イ

ン
フ

ラ
所

管
省

庁

（
重

要
イ

ン
フ

ラ
分

野
：
１

０
分

野
）

情
報

通
信

、
金

融
、

航
空

、
鉄

道
、

電
力

、
ガ

ス
、

政
府

・
行

政
サ

ー
ビ

ス
、

医
療

、
水

道
、

物
流

（
セ

プ
タ

ー
：
１

０
分

野
１

４
セ

プ
タ

ー
）

通
信

、
放

送
、

銀
行

、
生

保
、

損
保

、
証

券
、

航
空

、
鉄

道
、

電
力

、
ガ

ス
、

政
府

・
行

政
サ

ー
ビ

ス
、

医
療

、
水

道
、

物
流

（
関

係
機

関
）

（
有

識
者

）
大

林
厚

臣
慶

應
義

塾
大

学
教

授
（
検

討
会

座
長

）
他

６
．

実
施

方
法

（
１

）
各

分
野

あ
る

い
は

事
業

者
毎

に
小

部
屋

に
分

散
し

、
メ

ー
ル

、
電

話
、

W
e
b
ペ

ー
ジ

を
用

い
て

情
報

交
換

を
実

施
（
２

）
詳

細
シ

ナ
リ

オ
は

、
事

務
局

の
み

が
把

握
し

、
プ

レ
イ

ヤ
に

は
IT

障
害

の
原

因
を

開
示

せ
ず

、
状

況
付

与
の

み
を

行
う

と
い

う
現

実
に

近
い

状
況

で
実

施
（
３

）
演

習
終

了
後

、
意

見
交

換
会

を
実

施

７
．

今
後

の
展

開
演

習
時

の
メ

ー
ル

や
電

話
に

よ
る

情
報

交
換

の
内

容
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
等

を
分

析
し

、
実

施
内

容
お

よ
び

検
証

課
題

の
検

討
結

果
を

取
り

ま
と

め
た

後
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

政
策

会
議

に
報

告
す

る
予

定
。

演
習

で
得

ら
れ

た
成

果
は

、
官

民
の

情
報

共
有

体
制

の
強

化
策

の
検

討
に

役
立

て
る

と
と

も
に

、
各

事
業

者
に

お
い

て
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

に
活

用
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

５
．

参
加

者
プ

レ
イ

ヤ
、

事
務

局
等

合
わ

せ
て

１
３

６
名

が
参

加
主

な
参

加
機

関
は

以
下

の
通

り

（
政

府
）

内
閣

官
房

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

、
重

要
イ

ン
フ

ラ
所

管
省

庁

（
重

要
イ

ン
フ

ラ
分

野
：
１

０
分

野
）

情
報

通
信

、
金

融
、

航
空

、
鉄

道
、

電
力

、
ガ

ス
、

政
府

・
行

政
サ

ー
ビ

ス
、

医
療

、
水

道
、

物
流

（
セ

プ
タ

ー
：
１

０
分

野
１

４
セ

プ
タ

ー
）

通
信

、
放

送
、

銀
行

、
生

保
、

損
保

、
証

券
、

航
空

、
鉄

道
、

電
力

、
ガ

ス
、

政
府

・
行

政
サ

ー
ビ

ス
、

医
療

、
水

道
、

物
流

（
関

係
機

関
）

（
有

識
者

）
大

林
厚

臣
慶

應
義

塾
大

学
教

授
（
検

討
会

座
長

）
他

６
．

実
施

方
法

（
１

）
各

分
野

あ
る

い
は

事
業

者
毎

に
小

部
屋

に
分

散
し

、
メ

ー
ル

、
電

話
、

W
e
b
ペ

ー
ジ

を
用

い
て

情
報

交
換

を
実

施
（
２

）
詳

細
シ

ナ
リ

オ
は

、
事

務
局

の
み

が
把

握
し

、
プ

レ
イ

ヤ
に

は
IT

障
害

の
原

因
を

開
示

せ
ず

、
状

況
付

与
の

み
を

行
う

と
い

う
現

実
に

近
い

状
況

で
実

施
（
３

）
演

習
終

了
後

、
意

見
交

換
会

を
実

施

７
．

今
後

の
展

開
演

習
時

の
メ

ー
ル

や
電

話
に

よ
る

情
報

交
換

の
内

容
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
等

を
分

析
し

、
実

施
内

容
お

よ
び

検
証

課
題

の
検

討
結

果
を

取
り

ま
と

め
た

後
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

政
策

会
議

に
報

告
す

る
予

定
。

演
習

で
得

ら
れ

た
成

果
は

、
官

民
の

情
報

共
有

体
制

の
強

化
策

の
検

討
に

役
立

て
る

と
と

も
に

、
各

事
業

者
に

お
い

て
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

に
活

用
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

演
習

状
況

別紙4-3-3
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C
op
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Se
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C
en

te
r (

N
IS

C
). 

Al
l R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d.

平
成

平
成

2
0

2
0
年
度
の
運
営
方
針

年
度
の
運
営
方
針

【
選

考
過

程
の

透
明

性
確

保
】

●
民

間
有

識
者

・
学

識
経

験
者

等
か

ら
な

る
「

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
啓

発
推

進
委

員
会

」
「

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
啓

発
推

進
委

員
会

」
に
お

い
て
被

表
彰

者
を
選

考
し
、

政
策

会
議

議
長

に
上

申
。

●
被

表
彰

者
は

、
２
月

開
催

予
定

の
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
政

策
会

議
で
発

表
。

【
普

及
啓

発
に

資
す

る
活

動
の

実
施

】

●
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

普
及

啓
発

に
資

す
る
行

事
を
政

策
会

議
と
し
て
積
極
的

積
極
的

に
後

援
後

援
。

基
本

的
に

は
昨

年
度

の
手

続
き

を
継

承
基

本
的

に
は

昨
年

度
の

手
続

き
を

継
承

関
係

省
庁

か
ら
の

推
薦

募
集

被
表

彰
者

の
選

考
及

び
決

定
政

策
会

議
議

長
に

よ
る
表

彰

◆
９

月
下

旬
か

ら
1
0
月

下
旬

に
か

け
て

関
係

省
庁

か
ら

の
推

薦
を

募
集

◆
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
啓

発
推

進
委

員
会

に
お

い
て

被
表

彰
者

を
選

考

◆
政

策
会

議
議

長
（
内

閣
官

房
長

官
）
に

上
申

◆
２

月
開

催
予

定
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

政
策

会
議

に
併

せ
、

「
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

日
」
功

労
者

表
彰

を
実

施

別紙4-4
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